
木造家屋の壁の浸水による被害に関する実験的検討 

 

                         立命館大学理工学研究科 ○大島康輔 

立命館大学理工学部  里深好文，藤本将光，遠藤直久 

 

1． はじめに 

 近年，台風やゲリラ豪雨などにより，多くの人的被害

と物的被害¹）が生じている。本研究では，その中で木造

家屋の浸水による被害に着目して壁のモデルを用いた

実験を行った。また，実験結果を基に耐水性を向上させ

る方法について提案する。 

2． 実験の内容 

 実験 Aで使用する試験体 X(1m×2mの一般住宅の部

材構成のパネル 1 スパン)をここではファーストモデル

とする。また，試験体 Y(1m×2m の一般住宅の部材構

成で石膏ボードを使用していないパネル 1スパン)をこ

こではセカンドモデルとする。そして，実験 B での試

験体 Z(40 ㎝×40 ㎝の一般住宅の部材構成パネル)をこ

こではミニモデルとする。X、Z は一般的に使用されて

いる断熱材のグラスウールとそれを挟む 2 枚の石膏ボ

ードと木材からなり，Y はグラスウールと石膏ボード 1

枚と木材からなる。 

 実験Ａは，ファースト，セカンドモデルを用いて，浸

水時に壁内部にどれだけ水が浸潤するのかを明らかに

する。また，浸水後に懸念されるカビがどのように発生

するのかを確認する。さらに，湿潤状態の断熱材の周辺

の状態も確認する。 

 実験Ｂでは，3 回(浸水前，浸水後，放置期間)の重量

測定により乾燥経過を明らかにする。そして，放置期間

終了後，ミニモデルを分解し，密閉状態でのミニモデル

内部の各部材の乾燥状態を明らかにする。 

実験Ｃでは，浸水後，密閉状態になっていない部材単

体の乾燥経過，状態について確認する。 

3．実験の手順 

3.1 実験 A 

➀ファーストモデルとセカンドモデルを製作する。 

➁ファースト，セカンドモデルを着色した淡水に浸

水させる。浸水深は 50 ㎝，期間は 1 日（24 時間）

とする。 

③引き上げ，測定日を設けて重量測定などを行う。 

④放置期間後，ファースト，セカンドモデルを分解し，

部材の状態を目視で確認し，写真により記録する。 

3.2 実験 B 

➀ミニモデルを 6 パターン製作する。 

 ➁淡水にミニモデル 6 パターンを浸水させる。 

③その後引き上げ，日陰の場所で放置期間を置く。 

放置期中，測定日を設けてモデルの重量測定など

を行う。 

④ミニモデル 6パターンそれぞれの放置期間終了後，

ミニモデルを分解し，内部の部材の状態を目視で 

確認し，写真に撮り記録する。 

3.3 実験 C 

➀木材，石膏ボード，グラスウールを準備する。 

 ➁それら部材別で淡水に浸水させる。 

  

➂その後，淡水から引き上げて日陰の場所で放置期

間を設ける。放置期間中，測定日を設けてモデル

の重量測定などを行う。 

4．実験結果と考察 

4.1 実験 A 

図 1 に，浸水後から放置期間を設けて，ファース

トモデルの重量変化を示す。モデル内部のグラスウ

ールに水は全く浸潤しないということが分かった。

この原因としては，今回使用した断熱材の素材の特

性によると考える。しかし，このグラスウールには吸

水性はなかったものの保水性はあるということが実

験の結果からわかった。この保水性によって，ファー

ストモデルの重量は 1 か月放置しても浸水前の重量

には戻ることがなかった。 

4.2 実験 B 

 図 2 に，浸水後から放置期間を設け，ミニモデル 6

パターンの重量変化を示す。すべてのミニモデル(全

体)の実験結果においてほぼ同じような重量の減少

が認められた。これには，モデルの内部のグラスウー

ルとモデルの気密性が関係していると考えられる。

グラスウールが吸収した水分によって石膏ボードや

木材に水分が供給され，外気に触れることで水は蒸

発する。しかし，グラスウールの保水性により水分は

長期にわたって蓄えられていたと考えられる。そし

て，モデルの気密性のためにモデル内部の水分が蒸

発しづらい状態となっていると考えられる。そのた

めに，このような緩やかな重量の減少の挙動が生じ

たと考えられる。また，モデルの気密性とグラスウー

ルの保水性が原因とされるカビが生えた実験結果が

えられた（図 3）。 

図 1 ファーストモデルの重量変化 

図 2 ミニモデル 6 パターンの重量変化 
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＊円で囲われている部分にある黒い点がカビである。 

4.3 実験 C 

図 4 に，浸水後から放置期間を設け，グラスウー

ルと石膏ボードの重量変化を比較した結果を示す。

実験 Bのグラスウールの重量変化量と実験 C の変化

量を比較すると，グラスウールは，実験 B のグラス

ウールの方が実験 C のグラスウールより重量の減少

が大きいことがわかる。この原因としては，実験 B の

グラスウールは吸収した水を他の部材である木材や

石膏ボードに供給しているからだと考えられる。ま

た，石膏ボードは，グラスウールがある実験 B の石

膏ボードの方が実験 C の石膏ボードより緩やかに重

量が減少していることが実験の結果からわかる。こ

の原因としては，グラスウールからの水分の供給量

が実験 B のみにあるからだと考えられる。

5．対策の提案 

（1）断熱材の種類を変える対策

「家屋に使用する断熱材をハザードマップ²）

に記載されている浸水レベルに応じて使い分け

る」対策を提案する。この対策は，浸水後の家屋

への被害(カビの発生など)を最小限にする効果

があると考える。 

（2）壁内部に浸水させない対策

・透水防水シートを壁内部にも貼る

「壁の外周に貼る透湿防水シートを壁の内部に

も貼る」という対策を提案する。この方法は，壁

内部を水から守り，湿度が高い状態になりにく

いため，カビが発生しにくい状態ができると考

える。

・壁面に使われている面材を一枚板にする

「壁面に使われている面材の継ぎ目をなくし， 

一枚板にする」という対策を提案する。この対策

は，面材の継ぎ目から侵入する水から壁内部を

守る効果があると考える。 

（3）面材の種類を変える

「家屋に使用する面材の種類をハザードマッ

プ²）に記載されている浸水レベルに応じて使い

分ける」という対策を提案する。この対策は，浸

水後の家屋の面材に及ぶ被害を最小限にする効

果があると考える。 

（4）壁内部に水が入る前提の対策

・壁の上，下部に通気口を開ける対策

「壁の上・下部に通気口を開け，24 時間換

気(機械式吸排気のシステム)との連携＋機械

給気による乾燥」の対策を提案する。この対策

は，浸水後の壁内部の被害を最小限に抑える

ことができる効果があると考える。しかし，換

気機能付き巾木と廻り縁，壁内部の乾燥で使

う機械の設置場所と方法は断定することが困

難なため今後の課題とする。

（5）電気・通信系の対策

「コンセントや配電線をなるべく高い位置に

配置する」という対策を提案する。この対策は，

浸水による電気系の被害が減り，浸水後の生活

難を解消できる効果があると考えられる。 
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図 3 ミニモデル６の木材の内側に発生したカビ 

図 4 グラスウールと石膏ボードの重量変化 

表 1 実験 B におけるグラスウールの開放期ごとの重量測定結果 

浸水前

グラスウール3 2.02

グラスウール4 1.62

グラスウール5 0.40

グラスウール6 1.28

0.170

0.172

0.171

0.174

重量(kg)

19日目

25日目

31日目

37日目

重量(kg)

グラスウール1 1.86

グラスウール2 1.46

0.165

0.169

開放期

開放期間

7日目

13日目
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